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       許すな！ 雇用・賃金・年金破壊 守ろう！ 平和と憲法           

 

年金改悪法案を与党単独で採決を強行 

議会制民主主義を踏みにじる暴挙に抗議する 
 
 本日 28 日厚生労働委員会は、理事会の確認である「本日は一般質疑であり総括質疑ではない」との
合意を破棄し、与党単独で質疑打ち切りをした上で採決を強行した。本日の小泉首相の出席を得て行な

った委員会審議では、12時にすべての閣僚の保険料納入状況を報告することが約束されていたのにも係
わらず、資料の提出と答弁を拒否したまま採決に踏み切った。このことは、資料提出を迫った民主党へ

の約束ではなく、坂口厚生労働大臣が委員会へ提出することを約束したものであり、委員会への約束放

棄である。委員会では、日本共産党と民主党･社民党が抗議の欠席をした直後に与党は採決に踏み切っ

たもので、委員会の運営軽視と数の力の暴挙であることは間違いない。 
 採決後の衆議院議面には溢れるばかりの 280名が参加し、日本共産党の佐々木憲昭衆議院議員が国会
報告を行なった。熊谷議長が「参議院段階で廃案めざして奮闘する」決意を表明した。 
 本日全労連は、別紙の坂内三夫事務局長の談話を発表した。 
 
 

怒りの国会前座り込み｢採決するな｣の声高く  
昼の決起集会に 280名が参加 

――全建総連も衆院第２議員会館前で年金改悪阻止の座り込みを実施―― 
 
 ＜主催者あいさつ＞ 熊谷全労連議長 
 年金改悪法案が審議不十分のまま、本日（２８日）衆院厚労委員会で採択が狙われ緊迫した情勢

の中、全労連・国民大運道実行委員会・安保廃棄中央実行委員会・有事法制を許さない連絡センタ

ーによる国会前座り込みに２８０名が参加した。昼の決起集会では主催団体を代表して全労連の熊

谷議長が、「夕方に年金法案が可決かとの情報もあるが断じて許さない。この間の経過や国会審議

の中で問題点が明らかになってきている。第一の問題として国民年金三閣僚未払い問題があるのに、

国民の義務を自ら果たせない政府は法案提出資格がない。第二の問題として１４年連続掛け金が引

きあがる。政府案では出生率が毎年上がる前提で試算しているが支え手の増加保証はない。また、

厚生年金未加入企業が増えており、パート、派遣など事業主負担がない雇用形態も増えている。こ

れ以上事業主負担が増えれば雇用不安を拡大するだけだ。議員要請、座り込みなどで私たちの声を

届けよう。有事法制などは国民を戦争に駆り立てる動きが強まっている。メーデーで国民的に大き
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く世論を広げていこう」と挨拶した。 
 
 ＜連帯あいさつ＞ 航空安全会議 中川副議長 
 連帯挨拶を航空安全会議の中川香副議長がし、「年金法案が参院にいっても、若い人や弱い人に

負担がかかる法案に反対し、日本を取り巻く危険な出来事に声を上げていこう」と挨拶し、５月１

４日の女性労組委員長とジャーナリストらが呼び掛けた有事法制反対集会と５月２１日の２０労

組などが呼び掛けた集会参加も訴えた。 
 
 ＜決意表明＞ 
 参加者らによる決意表明では、「年金未払いの三閣僚には怒っている。年金者組合として全国的

に社会保険庁や知事などに要請を展開し、私たちの声を聞き入れてもらっている。また、戦争体験

者として、今の戦前のような状態を悔いを残さないように打破していきたい。５月に２０００人を

集めて国会を包囲して廃案をめざしていく」（年金者組合・竹中さん）。「年金の審議が進むほど悪

い法案であることが明らかになってきた。また、イラクでの邦人人質事件で自己責任として家族か

ら金を取り、三閣僚は年金不払いだった。許せない。全力でたたかう」（日本医労連・田中千恵子

委員長）。「会員の中では社会的弱者を一層いじめる年金改悪は許さないでほしいとの声が強い」（北

区生活を守る会・永井さん）。「娘はフリーターだが、がんばって国民年金を払っているのに、三閣

僚は許せない。国民の声・実態をもっと知ってほしい」（新婦人埼玉県本部・玉井さん）。「自己責

任論は政府の悪政を覆い隠すものだ。新自由主義イデオロギーそのもの。だから、年金改悪や消費

税増税もやろうとしている。こんな大企業中心の社会を労働組合は許さないたたかいをしていく決

意だ」（東京地評・平山副議長）。 
 
 ＜日本共産党＞ 紙 智子参議院議員 
 政党からの国会報告を紙知子日本共産党参議院議員から、「改悪の内容と財源消費税など徹底審

議が求められているが、まだ３０数時間しかしていない。また、三閣僚未納と歯科医師会の逮捕な

ど密室政治が横行している。今日にも採択といわれているが、みなさん共にがんばりましょう」と

報告と激励があった。 
   
参加者による国会に向かってのシュプレヒコールの後、座り込み部隊は衆議院議面に駆けつけ監

視体制にはいりました。本日の傍聴者は約 60名です。 
 

衆議院本会議予定と傍聴体制 
 

5月 6日(木) 12：30衆議院議面に集合 

13：00本会議傍聴を予定 

 

参議院段階の国会座り込み 
    5月 12日(水) 12：00～15：00 衆議院第２議員会館前 


